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7月 1日 閃 市 総合福祉センターにおいて、青少年サポー

トはまだ開所式が開催されました。県盆
子ども支援センター

設置事業によるもので、浜田の末来を担う青少年を支援 して

いくものです。式では、三階小学校や第一中学校の児童生徒

が応援メッセージを寄せ、そのあと市長とともに看板を設置

しました。(P2に 関連記事があります)

主な内容      | ■  |  | ‐ ■| |■ ||‐■ ||‐‐

7月 1日開設しました 青 少年サポート ほ まだ…………2

夏休み図書館行事のあ矢□らせ…………………………………………3

県立大学ニュースvO1 10……………………………………………………4

花火5,000発!! '04浜っ子夏まつり……………………………… 5

No 1360

編集 ・発行 浜 田市総務課 な0855-22-2612

http://www city hamada shimane ip
E ma :info②city hamada sh mane ip

〒6978501 島 根県浜日市殿町 1番地

相

◇

◇

◇

◇

罪買
い
話樺晶軽号

ふ

任る量5__N上方0:;受ぜr":ゥ毘



鴨
チ
珊

青
☆★☆★☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆★☆★☆★☆☆☆★☆★☆★☆☆☆☆☆☆☆★☆★☆★☆★☆★☆☆☆

☆子どもたち ☆ 保護者のみなさん ☆ 住民のみなさん

自分自勇や周りの人のことで悩んでいる子どもたち、子どもたちの生活や行動|こ関して

悩んでいる保護者や住民のみなさん、あなたが抱えている悩み
・
ひとりで1目まないで

Ⅲ
勇気

を出して少 し話 してみませんか ?

話すことによって 「きつと」何かが見えて<る から、大丈夫 |

子どもたちを取 り巻<社 会環境の変化|こより、子どもたちの生活や者え万、行動|こ悩み

を持っている人がた<さ んいるのではないでしょうか ?

そんな、あなたの悩みを
一

緒 こ者え、力|こなりをい 「私たち」です。

相談は、「私たち」相談員 (市幅託職員)が 対応 します。

(相談ほ無料です。また、相談|こ関する秘密ほ厳守 します。)

☆お電話<だ さい 。お待ちしています。

〒 697-0016 野 )京町 859-1

浜日市総合福祉センター 2階

受付8寺間 月 躍日～±8選日 午 前10時～午後 6時

休  日  祝 日 ・日躍日 。年末年始 (12月29日～ 1月 3日 )

フリーダイヤル  0120-了 83-419(悩 みよ行<)

E―mail : hamada―supportOtitan ocn ne 」p

★たとえば…☆学校|こ行きたいすど、先生や友達のことで悩んでいる子どもたち。

☆お父さん 。お母さんのことで悩んでいる子どもたち。

☆子どものことで悩んでいる保護者。

魅要|こ応じて他機関との連携支援を行います。

(他機関との連携支援ほ本人同意の上で行います。)

子どもの居場所がオ…プンしました

相生町に、子どもが放課後や週末|こ自由|こ立ち寄れる安心 ・安全な場所を才―プンしました。

できあがった場所ではな<、 集まった子どもがこれから作ってい<場 所|こするため、子どもたちの自由と

自主性を尊重し、指導員たちは見守る役割をしています。

特|こ申し込みは必要ありません。気軽|こめ立ち寄り<だ さい。

7・ 8月 の日程
・7月 16日Q)午 後 3時 ～ 60寺

・7月 17日位)、23日Q)、30日0、 8月 20日Q)、27日C)午 前10時～午後 4時

・7月 26日側、 8月 2日 偶)、9日 個)、16日偶)、23国個)、30日個)午 後 10寺～4時

場所 相 生町 3808番 地 栗 栖さん宅 「まちの縁1貝」」内 (a① o224)

問い合わせ先 浜 日市子どもの居場所づ<り 実行委員会 徴 育委員会生涯挙習課内 容 内線 457)

広報ほまだ :平成16年7月 15日暑



夏休勢日書‐鶴行事のお知陽せ
市立図書館 (費②0490)

図書館では、夏休みこ次のような楽しい行事を計画してい

ます。た<さ んの普さんの参カロをお待ちしています。

子ども醜画上限舎
日時 7月 27日快)

幼児向す (午前10時～118寺)

「ほらぺこあおおし」「ゆうかんな十人のきようだ

い」「ざろろんやまと10ぴきのかえる」

小学生向す (午後 18寺30分～ 28寺45分)

「アニメ文学館 江 戸川乱歩」

日時  7月 29日休)

幼児向|す(午前108寺～113寺)

「かちかち山」「かもとりごんべえ」「ジャックと

まめの本」「ブレーメンの音楽隊」

小学生向|す(午後 1時 30分～ 2時 40分)

「十五少年凛流記J

場所 図 書館 2F会 議室

″しアし▼ しわ″しう″し)タレう″しう″しう″しう″ウアウ】″咳】″レ〉″ウう″しγやヽ ・やヽ Cやヽてゃヽ
)

を おはなしに値える指さき手ぶくる人形をつくろう!
″
,

|  お はなし|こ使えるかわいい手ぶ<ろ 人形を作って、

1 演 じてみませんか ?子 どもたちの視緑が集まること請

ィ ナ
合い |

ン 日 時 8月 8日 (日)午 前10時～午後 3時

! 場 所 る 見公民館

イ 対象 一般
″ 講 師 /」ヽ日川美由紀さん (本次町在住)

, こ材料ヵ5雰f岩呈層、ネズミなど
ミ 定員 30人

ミ 持 ってくる物 は さみ、針、黒の本綿糸など裁縫道具

ミ 申 し込み 7月 15日(木)より受|す付|すます。定員|こなり

ミ      次 第締め切ります。

ミヘ)、へ)、へJ、へ) へヽ,へヽ,へヽ〕ヽへ,へヽ,へヽ,へヽ, へヽ, へヽ, へヽ)へヽXう〃(冷/(う〃(か″t

イ
ウう″じう″し'んヴし//し'ルうんアしイレィ

しイいわた】んXやヽ(やヽ̀ やヽてやヽ(0さ

与場所 石見公民館               ヽ
与対象 小学生  講 師 桧垣友喜さん       ヽ
与定員 30人   参 加料 無料         ｀

‐|十ケi↓|サ土,Lマー」のブツクトーク
||■テ■マ|をそうた本の楽しいおほなしが、たくさん

夏llみおはなしワT'Lド(たあぴいちいるの3)
益田在住のボランテイアグループの くをあびい

ちいろ〉の営さんこよる、手作りのものがたりや、

パネルシアターなど盛りだ<さ んの楽しいおほなし

会です。

日時 8月 9日 側 午 後 2時 ～3時

場所 浜 日公民館

講師 ボ ランテイアグループ くをあびぃちいろ〉

対象 幼 児、児童、保護者の巻さん

参加料 無 料

0ヽ

ヽ
ぐ

ヽ
(

ヽ
ぐ

ヽ

ヽ
く

ヽ
(

ヽ
(

ヽ
ぐ

ヽ
ぐ

″

て
″

て
″

て
″

`
ハ〃

石
見
の
貴
重
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

登
録
作
品
の
中
か
ら
、

市
立
図
書
館

で
次
の
３
作
品
の
Ｖ
日
Ｓ
ビ
デ
牙
を

貸
し
出
し
ま
す
。

①

一海
人
～
そ
こ
に
生
き
る
男
達

～
」
沖
合
底
引
き
漁
Ｅ
携
わ
る

人
々
を
取
材
し
た
３０
分
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー

②

「石
見
神
楽
を
さ
さ
え
る
人
々

（第
１３
巻
▼

神
楽
面

・
蛇
胴

・
衣

装
の
制
作
風
景
を
取
材
し
た
郷
土

文
化
の
香
る
作
品

③

「風
上
記

・
歳
時
記

（第
１
巻
ｙ

市
民
と
県
立
大
学
の
学
生
が
参
加

し
た
ビ
デ
才
制
作
セ
ミ
ナ
ー

（ハ

マ
ッ
タ
倶
楽
部
）
の
修
百
者
が
、

自
ら
取
材

・
撮
影

・
編
集
睦
取
り

組
ん
だ
地
域
映
像

・
浜
日

（外
ノ
浦
）
湊
の
今
吉

・
佐
野
八
幡
宮
の
秋
祭
り
～
奉
納
神

楽
～

・
浜
日
節
公
演
～
浜
日
郷
土
民
謡
保

存
会
の
記
録
～

・
浜
日
の
風
景
～
雨
覆
錬
兵
場
跡
～

・
歴
史
を
語
る
盆
踊
り
～
長
浜
町
高

野
地
区
～

・
下
府
伊
甘
神
社
の
秋
祭
り

・
唐
鐘
　
い
ま
、

お
か
し

・
畳
ケ
浦

問
い
合
わ
せ
先
　
情
報
管
理
課

（
否
内
線
２
７
４
）

広報はまだ :平成16年了月15日暑



島根県立大学

ホームページ:httpyttw‖u―shimane.acjp

今
県
立
大
学
で
は
、

多
＜
の
留

学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

今
年

は
、

海
外
か
ら
学
部
区
５
人
、

大

学
院
ほ
ほ
９
人
の
入
学
が
あ
り
、

現
在
、

合
計
４０
人
の
学
生

・
院
生

が
い
ま
す
。

多
＜
は
、

韓
国
慶
尚

北
道
な
ど
、

島
根
県
が
姉
妹

・
友

好
交
流
提
携
を
結
ん
で
い
る
地
域

か
ら
の
留
学
生
で
す
。

先
日
は

「留
学
生
等
を
囲
お
会
」

の
曽
さ
ん
の
お
か
げ
で

「石
見
の

海
と
親
し
お
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

絶
好
の
天
気
区
も
恵
ま

れ
、

留
学
生
や
地
元
の
人
な
ど
１

２
０
人
ほ
ど
の
普
さ
ん
が
参
加
し
、

大
変
楽
し
い
集
い
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

韓
国
の
大
学
か
ら

う

う

０

う

０

語
学
研
修
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
し
、

夏
区
は
異
文
化
体
験
研
修

な
ど
で
、

本
学

の
学
生
が
ア
メ
リ

カ
、

中
国
、

韓
国
に
７０
人
ほ
ど
が
行

＜
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

教
授
陣
も
外
国
の
優
秀
な
先
生
が

い
っ
ぱ
い
。
４
カ
国
９
大
学
と
の
交

流
提
携
も
結
び
、

年
々
き
ず
な
を
深

め
て
い
ま
す
。

大
学
は
国
際
色
ほ
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
郷
日
０
、

今
年
も
三
隅
町
室

谷
地
区
ほ
お
い
て
棚
日
の

「
日
植
え

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
棚
日

の
活
動
は
、

室
谷
地
区
の
棚
日
の
景

残
そ
う
と
、

県
立
大
学
と
桑
の

本
園
が
中
心
と
な
り
、

地
元
の

「棚

日
才
―
ナ
ー
制
度
」
区
参
画
し
て
実

施
を
し
て
い
る
活
動
で
す
。

当
日
ほ

蔓
を
も
思
わ
せ
る
絶
好
の
日
植
え
日

和
の
中
、

参
加
者
は
、

浜
日
か
ら
の

親
子
連
れ
、

韓
国

・
蔚
山
か
ら
の
交

流
学
生
や
浜
日
地
区
学
董
グ
ル
ー
プ

の
子
ど
も
た
ち
な
ど
、

総
勢
７０
人
で

の
盛
大
な
日
植
え
と
な
り
ま
し
た
。

き
れ
い
に
代
掻
き
が
さ
れ
を
田
ん

ぼ
Ｅ
素
足
で
入
り
、

今
で
は
珍
し
＜

な

っ
た
手
植
え
で
の
植
え
付
け
で

す
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て

の
添
験
で
、

田
ん
ほ
の
中
を
歩
＜
だ

棚

薫喬
杏督
寿

す
０
１
１
１
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

け
で
も
悪
戦
苦
闘
と
い
っ
た
状
況
で

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
は
し
や
ぐ

声
、

学
生
さ
ん
の
悲
鳴
区
近
い
歓

声
、

韓
国
語
で
の
叫
び
声
が
静
寂
で

の
ど
か
な
谷
任
響
き
渡

っ
て
い
ま
し

た
。
２
時
間
ほ
ど
の
作
業
を
終
え
、

地
元
の
人
と
桑
の
本
園
で
準
備
し
た

昼
食
を
囲
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

世
代
も
国
も
障
害
も
す
べ
て
の
垣
根

を
超
え
て
楽
し
＜
盛
り
上
が

っ
た
意

義
深
い

「
日
植
え
会
」
で
し
た
。

受
付
　
午
前
１０
時
～
１０
時
３０
分

内
容
　
午
前

¨
先
生

・
先
輩
が
語
る

大
学
紹
介
、

先
輩
が
語
る
大
学
生

活
、

入
試
説
明

昼
食

（立
食
交
流
会
）

午
後

”
体
験
授
業
、

キ
ヤ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
、

進
学
相
談
会

国
連
大
学
グ

ロ
ー
バ

ル
セ
ミ

ナ
ー
公
開
講
演
会
の
お
知
ら
せ

（入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先
　
学
生
グ
ル
ー
プ

谷

②
２
２
０
２
）

日
時
　
８
月
２
日
働

午
後
２
時
～
５
時

場
所
　
講
堂

講
師
お
よ
び
テ
ー
マ
　
①
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
川
勝
平
太
教

授

「
日
本
の
再
生
―
文
明
の
海
洋

史
観
の
見
地
か
ら
」
②
ユ
ネ
ス
コ

政
府
間
海
洋
学
委
員
会
パ
ト
リ
ン

才

・
ベ
ル
ナ
ル
氏

「海
洋
の
現
状

と
未
来
予
測

”
観
測
シ
ス
テ
ム
の

開
発
と
活
用
」

同
時
通
訳
も
あ
り
ま
す
の
で
、

曽

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
総
合
企
画
ス
タ
ツ

フ

公

②
２
２
ｏ
ｌ
）

浜
日
市
営
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
毎

朝
６
時
か
ら
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
ま

す
。

７０
歳
前
後
の
人
々
の
テ
ニ
ス
伸

間
に
入
れ
て
も
ら
い
、

心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

あ
る
人
は
独
学
で
勉

強
し
た
韓
国
語
区
つ
い
て
私
ほ
質
問

し
た
り
、

覚
え
た
発
音
を
確
認
し
た

し

て

今

は

ニ
ョ
ン

カ
ム
サ

と
韓
国

こ
れ
を

を
全
部

一も
日
ｂ
っ

出
産
！

そ
れ
ほ
一

県
立

学
生
が

て
い
ま

も
き
れ

す
。

う

生
も
た

韓
国
語

心
を
寄

南
が
、

当
に
あ

し
み
て

さ

て

テ
ニ
ス

す
。

遊

基点誌或βど言醤景醤5ビ畳言昌ろ雪設淳露争昌ヨ或:会が送
為
鶴豊喜亘墜箪玄重醤克霞沼系粟任揮Tらう

孔
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イ°
野讃岳宴撃皐琢事置潟語学系基産じ塞俗

び コ
｀
い り私 せ 語 < ま い す 熱 木 毎 事を 韓 き 語 / ′ヽイ` 他 い

産了界まがぽて重ざK11ど 掌亀去峨里つで全音あ茎

房苔置 晋雰ぞ花事香β垂畢りじ,
か も は  し 存 い に

°
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tprd00じ ddddddddCCtuCtdddddtuOこ ・じddじ 0いひ」むむ0
雪承 橿蛋昌暇 畳資掛署み奄B患こ曇重告Xラ

広報ほまだ :平成16年了月15日暑



陣 |・1000発 11
'"張,i子ヨまつ|"

浜日の夏の一大イベント。暑さを吹き飛ばすこのまつり

こぜひ普さん来て<だ さい。

内容 花 火大会ほか

日時 8月 了日ll)午 後 6時 ～110寺(小雨決行)

※ 雨 天の場合は花火だけ翌国8日 (日)|こ順延

場所 浜 日漁港 7暑 岸壁周辺

主催 浜 っ子まつり実行委員会

『市罠の店」出店畜勇集
対象 市 民、市内の企業 ・商店街 ・団1/1

日時 ・場所 8月 7日 0 午 後 6時 ～108寺 浜 田漁港

定員 25店 舗 (申込順|こ決定、浜田市民優先)

必要経費 実 費を徴収

申込締切日 7月 22日側 厳 守

申し込み ・問い合わせ先 浜 っ子まつり実行委員会 (市観

光協会内 容 ② 1085、 図 ④ 1081)

浜
日
の
魅
力
を
内
外
ほ
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
う

「観
光
大
使
ほ
ま
だ
」
を
募

集
中
で
す
。

応
募
資
格
　
①
浜
日
市
内
区
居
住
ま

た
ほ
勤
務
し
て
い
る
人
②
平
成
１６

年

７
月
１５
日
現
在

で
満
１８
歳
以

上
、

健
康
で
明
る
い
男
女

（高
校

生
除
＜
）
③
年
間
１０
回
程
度
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
可
能
な
人

募
集
人
員
　
２
人

委
嘱
期
間
　
８
月
了
日
～
平
成
１７
年

８
月
１
日

業
務
内
容
　
委
嘱
期
間
中
は
浜
日
市

観
光
協
会
任
所
属
し
、

各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
浜
日
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル

（３
□
程
度
県
外
）
し
て

も
ら
い
ま
す
。

応
募
方
法
　
任
所
、

氏
名
、

生
年
月

日
、

勤
務
先
、

電
話
番
暑
を
明
記

し
、
６
ヵ
月
以
内
区
撮
影
し
た
カ

ラ
ー
写
真
添
付
（上
半
身
と
全
身
、

サ
ー
ビ
ス
版
）

応
募
締
切
日
　
７
月
１８
日
０
　
当
日

消
印
有
効

審
査
会
　
７
月
２０
日
側

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日

市
観
光
協
会

（洩
井
町
７
９
１

‐

２
　
な
②
ｌ
０
８
５
）

第17回浜田市 ・金城町 ・胆町 ・

弥栄村 ・三隅町合併協議会

日時 7月 21園側 午 後 1時30分開会

場所 旭 センター (旭町)

※ ど なたでも傍聴できますので、気軽ほ参カロし

て<だ さい。(ただし、傍聴できない場合もあ

ります。)

問い合わせ先 市 町村合併推進室(a内線336)

棚
干
し
隔
の
情
築
や
狭
い
直
消
い
に

門

・
踊
な
ど
を
直
る
情
は
蔓
涯
蕎
！

都
市
計
画
区
域
内
で
、

住
宅
な
ど

を
新
築
し
完
了
検
査
を
受
け
た
後

Ｅ
、

こ
れ
に
附
属
し
た
箇
易
な
物

置
、

物
干
し
場
お
よ
び
車
庫
な
ど
を

建
て
る
ケ
ー
ス
や
、

幅
員
４

ｍ
未
満

の
道
路
（建
築
基
準
法
第
堰
条
第
２

頂
道
路
）
に
接
す
る
敷
地
で
、

道
路

と
み
な
さ
れ
る
後
退
部
分
区
門

・
塀

な
ど
を
築
造
す
る
法
違
反
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

建
築
確
認
の
申
請
が
不
要
な
小
規

模
な
増
築
や
門

・
塀
な
ど
も
建
築
基

準
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

建

て
る
場
所
や
材
料
な
ど
を
建
築
士

や
専
門
の
施
工
業
者
ほ
相
談
し
ま

し
よ
う
。

建
築
基
準
法
は

「ま
ち
づ
＜

り
」
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
、

住
み

よ
い
安
全
な
環
境
を

つ
＜
り
ま

し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
建
築
住
宅
課

指
導
係

（な
内
線
３
５
５
）

建築基準法上の道路
とみなす境界

幅員4m未 満の

現J犬の道路

屋根 ・壁 こ塩化ビ三
―ルなどを使えない

場合があります。

この位置 こ門
・塀などほ造

れません。

ここなら

造れます。ルール違反 こならないよう

注意しましょう。

広報ほまだ :平成16年 7月 15日暑
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摯曲       中 コ… 5鷹 ド編駆胡『封神演義』や 『ムーラ し、
り

市国際交流員 韓開 坊“る  湛告、増つぱ邸隼盈晶
             i浜日市内の書店|こ行<と 、まず漫画 (ア三メーショ 漫 画化されてしヽま し

― 一 一 ― ⌒とヽ  バ 駅 同 否 高 アド遅 藤
ンを含ふ 嫌 同D銹 彫 様さ擬 画フつ 卿 ボ 外国卸 憐 団 ヒ ~    売

;心な読書ぶり|こ鷺きます。いま、世界のあちこちで さ れ、中国|こ逆輸入されまし

昌8雪浬暑景言ご含艦3言言」言言を景暑『暑う含 居8号湯:自;言宮:そ3,:耕F言1景督9グ督: :
忌私P岳督岩暑置≧];「C居骨暑督瞥;ど暑二焦 琴告をで昏雪暑雪を暑暑「i;:』雪]][暑雪」ち :
暑含宮曾謳 最最息最星S置目暴墨怒層曇こ 薔鞄 鵠 駆 鍋

新た|こ漫画と出会ったのは、浜日|こ来たばかりの に

テヤ置喜と甲桶亀名認識漕8琶GI穐熟ヽ颯皇籍 モ
諄》などで矢□られた台湾の察志忠氏、作品は全部中国

先哲たちの思想を描いたものを固本語|こ翻訳したも 話

のです。難 しい哲学を面白い絵で楽 し<表 現 してあ 覚

り、つい|こ漫画|こ夢中こなりました。正々堂々と漫 と

画を読おことができ、贅沢なことだと思っています。

「漫画」の中国語の翻訳は、「小人の本」です。これ E

まで多<の 人々こ愛読されましたが、「漫画」は、中 ☆

国の大陸で非難を浴びているのが現実です。呼び方 茉

だ|サで、中国人の漫画に対する偏見が伺えます。漫 )デ

画は低級で幼稚なものと決めつ|すられており、大人  に

が漫画を読もうものなら、向上心のない人だと周り

|こ笑われる|こ違いありません。                                     を
j

う
ウ

~Oγ
Oγ ‐ … eば 把 庄 で 「 0。 う∽

‐ Hr― A3‐ 0か ■90■ 3γ
｀
Ⅲ Ⅲ コ ¬ 要 ‐3。

~la r。
… 0丁 。 γ orOい 仰 ‐ y=0… 3‐ 4 fl‐oま

~rは
,ゃ ●―g

ボ  「中国ぽ再船件J男子ツフトボロル競損開催まで、あと23日となりました|
ひ‐

～―A― 役活動～
手ブくり記念品の文鎖が

完献しましたrr

江津清示□学校 ・石見養護学校 ・浜日養護学校 ・浜日ろう学校の 4校 で取り組ん

でし`る、手づ<り 記念品の文鎮が完成し、浜日養護学校と浜日ろう学校の生徒が

合同で、最後の箱詰め作業を行いました。

浜日ろう学校高等部 2年 の向藤諒太君は、 「石昏型 こ粘土を詰める時、隙間が

あかないよう|こする事が難しかつた。出場する選手みんなが勝ってもらいたいと

いう気持ちを込めて作りました。」浜日養護学校高等部 3年 の泉不□正君は、 「一

生懸命に作つて楽しかった。選手のみなさん頑張つて<だ さい。Jと 出場する選

手一人一人の活躍を願つて、最後まで丁寧 こ心をこめて作業を行つていました。

4校 で製作した1200個の記念品は、浜日市で行われる男子ソフトボール競技と江

津南で行われる水球競技の全国から訪れる選手 ・監督に配られます。

広報はまだ :平成16年 7月 15日暑



冒

醸

vol口92

こ
ど
も
美
術
館

一

桜

骨

い
よ
い
よ
了
月
１７
日
い
か
ら
、

『浜
日
生
ま
れ
の
日
本
画
家
―
橋

不
明
治
展
』
が
始
ま
り
ま
す
。

こ

の
展
覧
会
は
、

浜
田
市
出
動
の
国

不
画
家

・
橋
本
明
治
画
伯
の
生
誕

１
０
０
年
を
記
念
し
て
開
催
す
る

も
の
で
、

会
場
に
ほ
約
６０
点
の
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

１
９
０
４
年
、

浜
田
市
日
町
区

生
ま
れ
た
橋
本
画
伯
は
、

幼
い
頃

か
ら
絵
が
得
意
で
、

中
学
生
の
時

に
は
本
気

で

「
画
家
に
な
り
を

い
」
と
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、

そ
ん
な
１０
代

の
頃
の
絵
を
は
じ
め
、

東
京
美
術

学
校
区
在
掌
中
の
作
品
、

そ
し
て

「橋
本
様
式
」
と
呼
ば
れ
る
、

＜
っ

き
り
し
た
線
と
鮮
や
か
な
色
彩
が
印

象
的
な
手
法
で
描
か
れ
た
代
表
作
を

年
代
順
ほ
展
示
し
、

画
伯
の
画
業
と

人
柄
を
振
り
返
り
ま
す
。

ま
た
、

そ
の
ほ
か
に
も
、

画
伯
が

最
も
得
意
と
し
た
舞
妓
の
絵
ば
か
り

を
ず
ら
り
と
並
べ
を
展
示
室
や
、

画

伯
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
切
手
、

初
公
開

と
な
る
個
人
蔵
の
作
品
な
ど
、

見
ど

こ
ろ
滴
載
で
す
。

生
誕
１
０
０
年
ほ
ふ
さ
わ
し
い
充

実
し
た
展
示
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
ん
で
＜
だ
さ
い
。

会
期
　
７
月
１７
日
０
～
９
月
５
日
０

開
館
時
間
　
午
前
９
時
３０

分
～
午
後
５
時

観
覧
料
　
一
般
５００
円

高
校

・
大
学
生
３００
円

小
学

・
中
学
生
剛
円

休
館
日
　
月
躍
日

（了
月

‐９
日

ほ
開
館
）
、
７
月

郷
日
側

世
界
こ
ど
も
美
術
館

ろ
月
の
活
動

■
ホ
リ
テ
ト
創
作
活
動

《
カ
ラ
フ
几
細
描
土
》

紙
粘
土
で
好
き
な
も
の
を
つ
＜
っ

て
、

絵
の
具
で
塗

っ
て
み
よ
う
。

◎
７
月
３‐
日
０
、
８
月
１
日
０
、
７

日
０
、
８
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

《
星
く
ず
の
小
柄
》

透
明
な
谷
器
の
中
ほ
、

飾
り
と
水

を
閉
じ
込
め
て
、

涼
し
そ
う
な
置
物

を
つ
＜
ろ
う
。

◎
８
月
１２
日
休
～
１５
日
個

材
料
費
　
ひ
と
り
３
０
０
円

※
　
８
月
劉
日
働
ほ
創
作
活
動
を
お

休
み
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

《
ホ
で
つ
く
ろ
う
》

の
こ
ざ
り
や
か
な
づ
ち
を
使

っ
て

本
工
区
挑
戦
し
よ
う
。

◎
８
月
郷
日
０
、

２９
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

※
　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
の
活
動
で
す
。

参
加
希
望

者
は
、

当
日
受
付
で
午
後
３
時
３０
分

ま
で
区
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
団
然
で
の
ご
利
用
ほ
事
前
に
連

絡
し
て
＜
だ
さ
い
。

３
月
の
体
館
日

六
月
曜
Ｂ
）
２
日

・
９
日

・
１６
日

！

！
２３
日

“
３０
日

Ｔ
般
講
座

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、　

一
般

実
技
講
座
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

夜
間

Ｅ
陶
芸
講
座
を
開
請
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
８
月
か
ら
は
じ
ま
る
、

『楽

し
い
陶
芸
』
の
中
期
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

楽
し
い
作
品
、

楽
し
い
仲

間
、

楽
し
い
時
間
を
作
り
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
歓
迎
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
楽
し
い
陶
去
》
（全
６
□
）

日
時
　
８
月
梵
日
側
、

野
日
０
、
９

月
２
日
ｍ
、
３
日
０
、

３０
日
内
、

１０
月
郷
日
閃

午
後
６
時
３０
分
～
９
時

定
員
　
１５
人

受
講
料
　
４
、
０
０
０
円

講
師
　
岡
田
容
量
さ
ん

※
　
参
加
申
し
込
み
は
７
月
掛
日
側

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

世
界
こ
ど
も
美
術
館

谷

②
８
４
５
１
）

▲ 《実》(B召禾□48年頃)

▲橋本明治画伯 (19041901)

こ
ど
セ
美
術
鶴
ま
つ
り

８
月
２２
日
開
催
ゴ

夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
た

「
こ
ど
も
美
術
館
ま
つ
り
」
を
、

８
月
塑
日
０
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
は
、

市
民
と
美
術

館
の
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て

い
＜
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、

今
年
で
３
□
を
数
え
ま
す
。

今
回
も
、

美
術
家
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ツ
プ
、

市
民
や
美
術
館
の
創

作
俸
験
屋
台
、

食
べ
物
屋
合
な
ど
、

様
々
な
催
し
物
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

「
こ
ど

も
美
術
館
ま
つ
り
」
に
、

ぜ
ひ
、

お
出
か
け
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
２２
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
６
時

一                                                                        一

場
所
　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
前
庭

広報はまだ :平成16年了月15日暑



夏
の
交
通
事
故

防
止
運
動

夏
を
迎
え
、

海
や
山
へ
の
行
楽
や

帰
省
な
ど
ほ
よ
り
県
内
外
か
ら
の
交

通
量
が

増

加

し
、

無

理
な

ス
ケ

ジ

ュ
ー
ル
Ｅ
よ
る
過
労
運
転
や
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、

安
全
の
不
確

認
に
よ
り
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、

県
で
は
７
月
１６
日
０

か
ら
８
月
１５
日
０
ま
で
の
間
、

習
長

の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。

運
動
の
重
点
ほ
次
の
４
点
で
す
。

①
児
童

・
生
徒
ほ
対
す
る
交
通
安
全

指
導
の
徹
底

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

ン
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

③
過
労
運
転
の
防
止
と
追
放

④
飲
酒
運
転
の
追
放

曽
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転

に
心
が
け
て
＜
だ
さ
い
。

（総
務
課
防
受
交
通
係
）

市道新町相生線通行規制

朝日町地内|こおいて、道路整備工事を

行います。工事期間中は片倶」交互通行お

よび全面通行止めなどの通行規制を行い

ます。期間中大変ご迷惑をおかけします

がご協力をお願いします。

期間 12月 20日まで

場所 下 図のとおり

(建設整備課)

至 浜 日駅方面ン

~車
半

~~― t~半 ~車 ~判

「中国04維体J男 子ソフトボール競技
告書「道府県の市民応援回を募集します !

北海道から沖縄県まで、全国から43チームの高校生が浜日市|こ集まります。高

校生たちが、再び浜日を訪れたいと思えるよう、温か<迎 えて、更|こ会場で声援

を送ってもらえるボランテイア応援団を募集します。
問い合わせ先

平成16年度全国高等学校総合体育大会

浜日市実行委員会事務周

教育委員会内 (谷内線468・ 462)

を

平
成
１６
年
全
国
消
費

実
態
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

全
国
消
費
実
態
調
査
は
、
５
年
ご

と
に
全
国
的
に
行
な
わ
れ
る
調
査

で
、

本
年
９
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
３

か
月
間
区
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、

統
計
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、

国
や
都
道
府
県
の
各

種
行
政
施
策
や
消
費

・
経
済
の
分
析

の
た
め
の
貴
重
な
資
料
に
な
る
も
の

で
す
。

調
査
の
実
施
区
は
、

普
さ
ん
の
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
７
月
中
旬
か

ら
８
月
に
か
け
て
、

調
査
員

（身
分

は
特
別
職
の
公
務
員
）
が
曽
さ
ん
の

お
宅
区
調
査
の
お
願
い
ほ
伺
い
ま
す

の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
＜
だ
さ
い
。

な

お
、

調
査
員
は
県
知
事
が
発
行
し
た

一

「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
情
報
管
理
課
情
報

化
推
進
係

（ａ
内
線
２
７
４
）

老人医療受給者の皆さんヘ

次の条件を満たす人は、入院時|こ支払う 1日780円の食事代と

医療機関|こ支払う 1か月の自己負担限度額が減額される 「限度額

適用 ・標準負担額減額認定証」を交付しますので、申請して<だ

さい。

条件 世 帯員全員|こ市民税がかかっていないこと。

申請に必要なもの ・保険証 ・老人医療受給者証 ・印鑑

【認定後の負担額】
〈自己負担限度額〉

外来 (1□人ごと) (外来十八院)

低所得者II(注1)
8,000円

24,600円

低所得者 I(注 2) 15,000円

〈食事代〉

過去 1年入院日数 1   1日
|こつき

低所得者II(注1)

90日以下 650F咽

91国以上 500FJ

低所得者 I(注 2) 300F咽

(注 1)そ の属する世帯の世帯員全員が市民税非課税の人。

(注2)そ の属する世帯の世帯員全員が市民税非課税であって、

その世帯の所得が一定基準以下の人。

※ 外 来受診の場合、いったん一定割合を医療機関で支払い、あ

とで申請して払戻しを受けます。

「高額医療費支給申請」をしていない人は、申請が2要 です。

□座番暑 御 便周以外)の わかるものを持参して<だ さい。

注意 現 在、認定を受けている人が 8月 からヨき続き認定を受|す

るため|こは、再度申請が必要です。

申請・問い合わせ先 福 祉総務課保険係(a内線 156・ 158)

広報ほまだ :平成16年7月 15日暑



国
府
公農種端ｔｆ！

○
親
子
対
象
行
事
夏
休
み
特
集

・
陶
芸
教
室

来
年
の
干
支
　
と
り
の
土
鈴
を
作

ろ
う

〔剛
一
７
月
３‐
日
Ｕ

午
前
１０
時
～
正
午

（同
一
郷
組
（先
着
順
）

国

家
族
１
組
　
１
、
０
０
０
円

講
師
　
螺
山
勝
治
さ
ん

（尾
上
焼
）

・
料
理
教
室

フ
ル
ー
ツ
デ
ザ
ー
ト
を
作
ろ
う

〔∪

７
月
３‐
日
働

午
後
２
時
～
４
時
３０
分

（同
一
１５
組
（先
着
順
）

圃

家
族
１
組
　
１
、
０
０
０
円

講
師
　
山石
日
好
弘
さ
ん

（ケ
ー
キ
エ

房
菓
子
の
実
）

○
榎
本
矩
子
料
理
教
室

旬
の
素
材
を
い
か
し
て
作
る
日
持

ち
の
す
る
お
惣
菜

〔剛
一
８
月
１
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

〔同
一
梵
人
（先
着
順
）

日

１
、

０
０
０
円

〔∪
ム団
一
国
府
公
民
館

谷

①
ｌ
２
７
０
）

第

５５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
〓

参
加
対
象
者

・
会
費

一
般

・
大
学
生
　
３
、
０
０
０
円

高
校
生
　
　
　
　
２
、
０
０
０
円

中
学
生
　
　
　
　
１
、
７
０
０
円

小
学
生
　
　
　
　
１
、
５
０
０
円

〔Ｕ

８
月
１
日
０
～
３
日
側
の
３
日

間

（１
、
２
国
で
も
よ
い
）

よ 義 _つ “簿

色
一
¨
一
”
“
”

“ 響

駿懲 ツ プ

鏑

隷 韻め影ほキヤ幾護 の 議

□

浜
日
高
等
学
校

講
習
科
目
　
絵
画
理
論

。
実
技

（人

物

・
静
物

・
風
景

・
油
彩

・
水
彩

ほ
か
）

※
　
詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日
　
了
月
郷
日
０

（側
三
剛
一
浜
日
高
校
　
松
本
健
志
さ

ん

公
②
０
０
４
２
、

囲
②
２
４

５
７
）

〓
⊃
αｏ
〓
∽も

の
操

作

方

法

や
、

三
己
ｏ
あ
樹
と
の
違
い
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
に
関
心
が
あ
る
人

〔円
一
８
月
８
日
０

午
後
１
時
～
４
時

い
わ
み
―
る
パ
ソ
コ
ン
研
修
室

１０
人

（多
数
の
場
合
は
地
選
）

無
料

詳
細
ほ
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
ご
覧

＜
だ
さ
い
。

す
洋
汁ｏ
”＼
＼
〓
〓
〓
・∞
【〇
⊂
０
・　
一〓
Φヨ
↓・
〇
【・

」０
＼
ヨ
〇
す
めヨ
Φ
α
∞＼

申
込
方
法
　
往
復
ほ
が
き
か
電
子

メ
ー
ル
で
左
記
住
所
へ
。

（住
所
、

氏
名
、

電
話
番
暑
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
暑
、

甲
尋
王
を
記
入
）

申
込
締
切
日
　
了
月
３‐
日
０
魅
着

衛
Ｗ
同
）
Ｍ
ｃ
浜

日

南
保
さ
ん

（〒
６
９
７

‐
０
０
３
３
　
朝
日

※日□□

（町
１
４
２
７

「
Ｍ
Ｃ
浜
国
の
パ
ソ

コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
８
月
」

奮
②
９
３
４
６
）

ｍ
‐ヨ
い
一
一”ヨ
〇
‐
一∋
ネ〇
〇
↓〓
Φ
ヨ
一　
〇
【　
」ｏ

夏休み！！！！志一ｉ一堪！

内
容
　
実
験
や
天
気
の
お
話
、

測
候

所
見
学
な
ど

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

〔Ｕ

８
月
５
日
側

午
前
１０
時
～
正
午

□

浜
日
測
候
所
　
（駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
＜
だ
さ
い
。

）

□

約
３０
人

（多
数
の
場
合
抽
選
）

日

無
料

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、

電
話
番
暑
、

参
加
人
数
、

学
年
を
記
入
し
、

左
記
住
所
へ
。

申
込
締
切
日
　
７
月
３０
日
０
２
着

〔同
二
剛
一
浜
日
測
候
所
（〒
６
９
７

１
０
０
５
３
　
大
辻
町
２
３
５

１

３
　
ａ
②
ｌ
９
７
０
）

自
然
と
遊
ぼ
う
―

，
一
■
！父
親
０
日
～

内
容
　
弥
栄
ふ
る
さ
と
体
験
村
で
ヤ

マ
メ
つ
か
み
取
り

。
そ
ば
打
ち
体

験
対
象
　
ひ
と
り
親
家
庭
児
童

（団
｝
８
月
塑
日
０
　
午
前
９
時
３０
分

市
役
所
一異
集
合
。

バ
ス
で
送
迎
。

（関
一
無
料

（昼
食
ほ
準
備
し
ま
す
。

）

□

母
子
会
連
合
会
事
務
局

牛
尾
さ
ん

（奮
０
３
２
０
９
）

□

浜
日
亀
山
ラ
イ
才
ン
ズ
ク
ラ
ブ

容

④
０
６
０
０
）

刑
務
官
採
用
試
験

（高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格
　
昭
和
５０
年
４
月
２
日

～
昭
和
６２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

第
１
次
試
験
日
　
９
月
１９
日
０

申
込
締
切
日
　
８
月
３
日
側
（消

印
有
効
）

詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

法
務
省
広
島
矯
正
管
区

（奮

８
２

‐
２
２
３

■
８
１
９

）
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

家
公
務
員
採
用
試
験
情
報

津０
中＼
＼
〓
〓
〓
。
」
一⊃
一
↓・∞
Ｏ
　
」０
＼
∽

＜〇
＼
∽
ｏ
一く〇
・
丁
汁ヨ

型 吾 国 8 0 □ さ

広報ほまだ :平成16年7月 15国暑 □
=日時 □

=場所 唾勢定員 圃
=料金 □

=申込先 □
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ふ
る
さ
と
の
川

親
子
体
験
ツ
ア
ー

下
府
川
を
観
察
し
、

ふ
る
さ
と
の

水
環
境
を
者
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
　
小
学
生
と
保
護
者

〔側
一
８
月
塑
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

（同
一
％
組
（受
付
順
）

圃

無
料

〔国
（∪

ふ
る
さ
と
の
水
環
境
づ
＜

り
実
行
委
員
会
事
務
局
　
環
境
課

環
境
保
全
係

（
な
内
線
２
５
６
）

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
ｉｎ
三
隅

２
０
０
４
参
加
者
募
集
中

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
中
心
区
、

い

か
だ
作
り
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
作
り
な

ど
自
然
を
舞
台
ほ
楽
し
み
な
が
ら
い

ろ
い
る
学
べ
る
ス
ク
ー
ル
で
す
。

対
象
　
小
学
１
年
～
中
学
３
年

〔Ｕ

７
月
郷
日
０
～
８
月
２０
日
０

３
泊
４
日
か
ら

口

浜
日

・
那
賀
郡
が
中
心
で
す
。

〔凶

２
万
円
か
ら
（宿
泊
費
、

食
費
、

保
険
、

活
動
費
、

移
動
費
、

材
料

費
な
ど
を
含
お
）

〔剛
一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ベ
ろ

（朝
日
町

な
④
ｌ
５
１
５
）
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

丁
汁
汁
ｏ
”＼
＼
〓
〓
〓
　
コ
ｏ
Ｏ
‐
一
一σ
①
【〇
　
〇
【∞

口
‐ヨ
Ｏ
↓
一
】
一
一σ
①
【〇
〇
【〇
∽
①
　
Ｏ
Ｏ
コ
　
Ｄ
①

」
０

夏
体
み
少
年
健
金
育
成
球
技
大
会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
少
年
、

少
安
の

心
身
の
健
全
化
と
親
陸
を
ほ
か
り
ま

す
。

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

参
加
資
格
　
小
学
４
年
生
以
上

・
保

護
者

（１
人
か
ら
で
も
参
加
で
き

ま
す
）

〔円
一
８
月
劉
日
働
　
午
前
８
時
～

〔陽
十
三
階
小
学
校
添
育
館

※
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
が
魅
要

申
込
締
切
日
　
８
月
１９
日
側

□

教
育
委
員
会
（な
内
線
４
５
８
、

図

②
５
０
９
９

①
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

参
加
資
格
　
小
学
生

□

８
月
笈
日
０

午
前
８
時
３０
分
～

（例
一
第
二
中
学
校
　
校
庭

申
込
締
切
日
　
８
月
１９
日
側

□

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（な
④

ｌ
４
３
０
、

囲
④
５
５
９
こ

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
海
岸
清
掃

「全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大
会
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

で
は
、

毎
月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

る か しの が わ

率ャンプ:h繰篠111
野外で仲間と寝食を共|こし、食器や食事を作ったり、野草

や虫などについて学んだりしながら、自然や生活の原点を者

えてみましょう

(a・匝□②6396)

富 1同 |サー ダ ー 春 蔵 編 1 前び み 楽 t 夕も う 1

文寸     壊 中学年、高校生20人程度 堂ヽ 年 い)人経 じ

内   容
テント設営、食器作り、アウトドアクツキング、レクリ
T一 ウ弓ツ、キヤツプファイヤー、野草 ・虫について他

日   8寺
8月 2日 働 午後 10寺～

3同 (文)と千絡 5]寺
8月 9日 側 午前 9時 ～

10日(文)午後 18寺

場   所 石見町 深 篠川キャンプ場 (悶天決行)

参 加 料
会 員  2 , 0 0 0円
会霞外 2 . 5 0 0円

会 員  3,500円
会員外 4,000円

持 参 品
運動靴、軍手、野外活動のできる服,水 こ濡れてもいい

服、着替え (多め|こ)、 」D‐茶、洗面用具、カッパ、毛布、
懐Eb雪文可なが

由 訊 締 綱 Fl 7月 22日 (木) 7月 31日仕)

その ほ か

参加中高生の集まり 7月
13日快)、 27日 快)

午後 5時 ―/7時

保護者説明会 (めやこ濠J場

事務局 ) 7月 21日体)午
仏 Anキ負∩ノネ4_/

優チ団  NPO法 人おやこ劇場浜田 ・那賀センター

海
岸
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（同
一
７
月
別
国
働
　
午
前
７
時
３０
分

～
　
（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所
　
マ
リ

ン
大
橋
を
渡
り

切

っ
た
と
こ
ろ

清
掃
場
所
　
瀬
戸
ヶ
島
の
宮
ノ
浦

※
　
小
悶
決
行
　
参
加
し
た
人
ほ
ほ

サ
ポ
ー
ト
通
貨

「神
楽
」
（５
０

０
円
相
当
）
を
配
布
し
ま
す
。

□

牛
尾
さ
ん

（ａ
０
９
０

‐
８
２

４
４

‐
９
４
２
９
）
「全
国
豊
か

な
海
づ
＜
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

第
１２
回
し
ま
ね
景
観
賞

県
で
は
、

魅
力
あ
る
島
根
の
景
観

づ
＜
り
ほ
貢
献
し
て
い
る
建
造
物
な

ど
を
、

次
の
各
部
門
ご
と
に
募
集
し

ま
す
。

募
集
部
門

１
　
ま
ち

・
み
ど
り
部
門

２
　
土
木
施
設
部
門

３
　
公
共
建
築
物
部
門

４
　
民
間
建
築
物
部
門

５
　
個
人
住
宅
部
門

６
　
工
作
物

，
そ
の
他
部
門

応
募
締
切
日
　
９
月
２
日
側

（当
日

消
印
有
効
）

（剛
三
剛
一
島
根
県
環
境
生
活
部
景
観

自
然
課
　
豊宗
観
づ
＜
リ
グ
ル
ー
プ

（ａ
０
８
５
２
②
６
１
４
３
）
ま
た

は
、

浜
日
総
務
事
務
所
地
域
振
興

グ
ル
ー
プ

（
奮
①
５
５
１
２
）

第
１
回
浜
田
市
教
育
長
杯

子
ど
も
囲
碁
大
会

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
囲
碁
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

□

８
月
笈
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時

※
　
参
加
者
の
数
に
よ
り
、

時
間
Ｅ

若
子
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

図

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

圃

１
、
０
０
０
円

（昼
食
付
）

申
込
締
切
日
　
８
月
６
日
０
　
午
後

５
時

※
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

申
込
締
切

後
参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔円
二
剛
一
竹
森
晶
教
さ
ん

（な
②
３

１
０
４
）
、

生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係

（奮
内
線
４
５
７
）

裏
日
本
ポ
エ
ム
の
会

詩
を

つ
＜

っ
て
月

一
回
持
ち
寄

り
、

気
楽
ほ
話
し
合

っ
て
い
る
集
い

で
す
。

作
品
が
で
き
れ
ば
１５
部
持
参

し
て
気
軽
任
参
加
し
て
＜
だ
さ
い
。

今
月
の
テ
ー
マ

「港
」

〔∪

７
月
２５
日
０

午
後
１
時
３０
分
～

□

浜
日
公
民
館

□

日
野
原
幸
雄
さ
ん

（な
②
ｌ
０
６
６
）

広報ほまだ :平成16年7月 15日暑



市
営
住
宅
入
居
者

家
賃
　
収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

敷
金
　
入
居
時
の
家
隻
の
３
倍

受
付
期
間
　
７
月
１５
日
側
～
３０
日
０

応
募
資
格

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ

る
こ
と
。

（身
外
障
害

者

・
５０
歳
以
上
の
人
な
ど
区
つ
い

て
は
１
人
で
も
入
居
可
能
）

・
政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
ほ
適

含
し
て
い
る
こ
と
。

・
現
に
住
宅
ほ
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

□

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（ａ
内
線
３
５
２
）

応
募
資
格
　
県
内
在
住
者
、

県
内
在

動

・
在
学
者
お
よ
び
県
内
出
身
者

公
募
作
品
の
応
募
点
数
　
短
歌
　
１

人
３
首
以
内
、

俳
旬
　
１
人
３
旬

以
内
、

川
柳
　
１
人
３
旬
以
内
、

詩
　
１
人
１
篇
、

散
文

（随
筆
、

小
説
、

評
論
等
）

１
人
１
篇

募
集
締
切
日
　
８
月
３‐
日
側
（当
日

消
印
有
効
）

※
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募

の
場
合
は
８
月
２４
日
側

応
募
方
法
お
よ
び
応
募
作
品
の
規
定

郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
応
募
で
本
人
の
自
作
か
つ
未

発
表
の
作
品

【短
歌

・
俳
句

・
川
柳
】

・
応
募
ほ
官
製
ハ
ガ
キ
で
、

右
上
ほ

種
目
名
を
朱
書
き
し
て
＜
だ
さ

い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
で

き
ま
す
。

・
作
品

・
氏
名

・
住
所

・
電
話
番
暑

を
記
入
し
て
＜
だ
さ
い
。

【詩
】

・
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以

内

（ワ
ー
プ
ロ
打
ち
可
、

題
お
よ

び
作
者
名

（２
行
文
）
を
含
お
）

・
原
稿
用
紙
の
欄
外

（ワ
ー
プ
ロ
打

ち
の
場
合
は
原
稿

の
最
後
で
も

可
）
に
住
所

。
電
話
番
暑

・
応
募

者
名
を
記
入
し
て
＜
だ
さ
い
。

【散
文
】

・
応
募
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

２０
枚
以
内

（ワ
ー
プ
ロ
打
ち
可
、

題

・
作
者
名

・
空
白
行
を
含
お
）

。
原
稿
用
紙
の
欄
外

（ワ
ー
プ
ロ
打

ち
の
場
合
は
原
稿
の
最
後

で
も

可
）
ほ
住
所

・
電
話
番
豊

。
応
募

者
名
を
記
入
し
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
筆
名
の
場
合
は
本
名
を
め
ず
併

記
し
て
＜
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募
　
全

種
類
ほ
つ
い
て
県
文
化
振
興
課

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

詩

・
散
文
と
も
原
稿

用
紙
の
応
募
方
法
と
同
様
で
す
。

公
表

優
秀
な
作
品
を

「島
根
文

士
否

（１２
月
７
日
発
行
）
、

山
陰
中

央
新
報
お
よ
び
県
文
化
振
興
課
の

示
―
ム
ベ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

発
表

し
ま
す
。

〔∪
筒
∪
〒
６
９
０
１
８
５
０
１

松
江
市
殿
町
１
番
地
　
県
環
境
生

活
部
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

（な
０
８
５
２
②
５
８
７
８
　
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
丁
一
３
く
＼

〓
〓
〓
・
０
「①
ネ・
∽
Ｊ
↓ヨ
∞
⊃①
　
」０
＼
∽
①
Ｏ
付
一〇

⊃＼
σ
⊂
∋
本
０＼
）

（
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
会
「猫
手
」

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記

（聴
覚
障
害

者
の
た
め
ほ
講
演
な
ど
で
文
字
入
力

し
ま
す
）
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。

練
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、

手
伝

っ
て
も
ら
え
る
人
、

ぜ
ひ
参
加

し
て
＜
だ
さ
い
。

特
別
な
能
力
は
魅

要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

活
動
ほ
必
要
な

の
で
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（Ｗ
９８
以
上
）
な

ど
周
辺
機
器
を
譲

っ
て
＜
だ
さ
い
。

作
動
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

①
練
習
会

□

毎
週
火
躍
日

午
後
６
時
３０
分
～

□

浜
日
市
民
集
会
所
　
Ｉ
Ｔ
推
進

サ
ポ
ー
ト
室

□

横
日
さ
ん

（
ａ
０
９
０

‐
３
１

７
３

‐
６
６
４
０
）

大
麻
公
民
館
の
開
放

海
水
浴
ン
ー
ズ
ン
区
合
わ
せ
、

折

居
海
水
浴
場
付
近
の
大
麻
公
民
館
を

開
放
し
ま
す
。

休
憩
や
ン
ャ
ワ
ー
な

ど
、

気
軽
区
利
用
し
て
＜
だ
さ
い
。

期
間
　
７
月
帽
日
０
～
８
月
１５
日
０

の
土
日

・
祝
日
　
午
前
９
時
～
午

後
４
時

〔側
一
無
料
（た
だ
し
、
シ
ャ
ワ
ー
室

利
用
の
際
は
実
費
負
担
）

□

大
麻
公
民
館
（
奮
②
０
８
９
７
）

募集住宅|(間取り) 1建築年度 ！融 1 22       「そ 賃

熱 日 住 宅 ( 2 K ) 昭示□34年度 1「ヨ 1,800～ 4,000円

緑 ヶ 丘 住 宅 ( 3 D K ) 平成 7年 度 一Ｐ 24,700～ 54,300円

(給与所得者 1人の場合)               (単 位 :円)

収入基準 ふ 1 蹴 蹴 棚 1 1 : | ) t tぢ吉|を合ヽ本人‐■5人
16人家族

200,000F日

以下

年間総収入 4,151,999 4,627,999 5,103,999 5,575,999 6,051,999

年間総所得 2,780,000 3,160,000 3,540,000 3,920,000 4,300,000

※ 身 体障害者、50歳以上の世帯ほ収入基準が異なります。

7月 後半 側 溝消毒予定表

国 躍 日 町 名 な ど

15日 本 日‖去‖町、大久保団地、周布町

16日 金 治禾□町 1～ 3・ 5、 津摩町、陽光合

20日 火 唐鐘 1～ 9

2 1 日 水

国分町 1～ 3、 唐鐘10。11

下府町 4・ 6・ 8

22日 本 下府町 1～ 3、 上府町三宅 ・伊甘

23日 金 外ノ浦町、租原町 1～ 7、 殿町 1

26日 月 殿町 1～ 8

27日 火 日町 2～ 5、 琵琶町

28日 水 朝日町 1 ～ 8 ・ 1 0

29日 木 牛市町、紺屋町、天満町

30日 金 新町、錦町、蛭子町、栄町

11  広 報ほまだ :平成16年7月 15日暑 □
=日時 □

=場所 □
=定員 匝チ料金 □

=申込先 □
=応募先 □

=問い合わせ先



^□日□※
午□岩局慰勤

奮 浜 無 世 2 0 前7 写 普 自 と
④ 日 料 界 日 1 0 月真 さ 然 生
0 修  こ 快) 時 1 8 許匂ん の き
7-  ど は ; 日 401こ 美 る
6 さ  も 休 午 ( 日) 点理 し 喜
9 ん  美 館 後 S を 解 さ びV   術

日 4 2 3 展し
｀ ｀

館  時 日 示 て 大 入
3 0 ( 金) し も 切 生
分  ま ら さ の

す う を 充°
た 市 実

国
民
宿
舎
ｉ
千
霊
斑
一
展
望
浴
場

夏
季
営
業
時
間
の
変
更

一
般
の
人
の
展
望
浴
場
の
利
用
時

間
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
日

７
月
１７
日
働
～
８
月
塑
日
０

利
用
時
間

午
後
５
時
～
８
寺

□

国
民
宿
舎
干
畳
苑

容

①
ｌ
２
５
５
）

国府き！！庁≡や士ｆｉ

内
容
　
○
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
　
○
石
見

神
楽
上
演
　
○
こ
＜
ふ
保
育
園
児

睦
よ
る
ス
テ
ー
ジ
　
○
団
体
な
わ

と
び
大
会
　
○
地
元
演
芸
　
○
出

雲
光

一
・
山
下
時
子
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
滴
載
。

（団
｝
７
月
郷
日
側

（雨
天
翌
日
順
延
。

２９
日
雨
天
の
場
合
ほ
中
止
）

午
後
５
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

（ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
は
午
後
５
時
３０

分
～
１０
時
ま
で
）

□

国
府
海
岸
中
央
広
場

（国
民
宿
舎
干
畳
苑
下
）

□

国
府
き
ん
さ
い
祭
実
行
委
員
会

事
務
周

（
奮
①
０
１
０
９
）

播
署

海
ほ
生
き
抜
＜
男
た
ち
の
素
直
な

平
和
ア
ピ
‐■れ
一
ネ
ル
展

昭
和
２０
年
８
月
６
日
、

世
界
最
初

の
原
子
爆
弾
が
広
島
区
投
下
さ
れ
ま

し
た
。

あ
れ
か
ら
５９
年
の
歳
月
が
流
れ
、

人
類
が
三
度
と
核
に
よ
る
悲
し
み
を

被
る
こ
と
の
な
い
よ
う

「
原
爆
の
悲

惨
さ
」
を
訴
え
、

今
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る

「
平
和
の
尊
さ
」
を

市
民
の
曽
さ
ん
に
再
度
確
認
し
て
も

ら
う
た
め
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

す
。

〔Ｕ

８
月
２
日
働
～
９
日
側

□

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

展
示
内
容
　
広
島

・
長
崎
原
爆
写
真

ポ
ス
タ
ー

□

総
務
課
庶
務
広
報
係

（査
内
線
３
２
３
、
３
２
４
）

殿
町
商
店
街
　
！

「さ
ま
―
イ
ン
と
の
ま
ち
』

新
町
商
店
補
ギ
坑
耀
モロ

（団
一
７
月
３‐
日
働

午
後
７
時
～
９
時
３０
分

□

新
町
商
店
街
　
新
町
通
り

（歩

行
者
天
国
）

内
容
　
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
、

そ
う
め
ん

流
し
、

金
魚
す
＜
い
、

ス
イ
カ
割

り
な
ど

〔国
（
∪

平
野
義
弘
さ
ん

（新
町
商

店
街
　
ａ
②
０
２
３
６
）

朝
日け諒は一一略擢巾

〔Ｕ

７
月
３‐
日
０
　
午
前
１１
時
～
午

後
５
時
、
８
月
７
日
働
　
午
後
４

時
～
了
時

（例
一
７
月
３‐
日

中
坂
日
写
真
館
前
駐

車
場
テ
ン
ト
村
　
８
月
７
日

中
朝

日
町
商
店
街
マ
ー
ケ
ッ
ト

（研
修

セ
ン
タ
ー
》

内
容
　
７
月
３‐
日
０
…
不
用
品
バ

ザ
ー
ル
、

焼
き
鳥
、

ビ
ー
ル
の
販

売
な
ど
。
８
月
７
日
働
…
ミ
三
ビ

ア
ガ
ー
デ

ン
な
ど
。

（円
三
剛
一
朝
日
町
商
店
街
振
興
組
合

谷

④
２
７
５
０
）

鞘

材

判

一

，

一

，

，

≡

祭

り

内
容
　
奇路
店

・
縁
日
、

ビ

ン
ゴ
ゲ
ー

ム
大
会
、

恵
比
須
舞
い
、

エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
大
蛇
、

ピ
ー
カ
ー

ブ
ー
と
歌

っ
て
遊
ほ
う
な
ど

〔Ｕ

８
月
６
日
０
　
午
後
５
時
～
１１

時

（少
雨
決
行
、

雨
天
中
止
）

□

銀
天
街
（昭
和
通
り

。
東
通
り
）

〔同
京
剛
一
浜
日
駅
前
銀
天
街
協
同
組

合

（否
②
７
７
９
２
）

国

民

生 ！！！！許
告
休
＝
せ
ギ
わ

ら

夏
期
資
金

国
の
事
業
□
―
ン

（普
通
貸
付
）

融
資
額
　
４
、
８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
沓
一金
　
５
年
以
内

設
備
沓
一金
　
１０
年
以
内

金
利
　
年
１

・
９
％

（固
定
金
利
）

○
国
の
教
育
回
―
ン

利
用
が
で
き
る
人
　
一局
校
、

短
大
、

大
学
、

専
修
学
校
、

各
種
学
校
な

ど
ほ
入
学
ま
た
ほ
在
学
し
て
い
る

人
の
保
護
者
ま
た
ほ
本
人

融
資
額
　
学
生

・
生
徒
１
人
ほ
つ
き

２
０
０
万
円
以
内

金
利
　
年
１

・
６
５
％
（固
定
金
利
）

返
済
期
間
１０
年
以
内

※
　
金
利
ほ
６
月
１０
日
現
在

詳
し
＜
は
、

国
民
生
活
金
融
公
庫

浜
日
支
店
へ
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

容
②
２
８
８
５
、

図
②
７
６
３

２
）

と

．！！
！
！！
！！

（団
｝
８
月
１
日
０一午

午
前
１０
時
～
下

□

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
‐

講
師
　
小
祖
和
久
さ
ん

（小
極
ク
リ

エ
ツ
ク
院
長
）

　

　

　

ワ
ｏ

※
　
個
別
相
談
も
で
き
ま
＋

日

無
料

□

伊
藤
さ
ん

牛
１
）

・②

９

７

タ

Ｕ

８

５

３

（
な
（

のロダ醤暑言窒ろ谷
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差
別
を
な
く
す
強
調
月
間

講
演
と
映
画
開
催

７
月
姥
日
か
ら
８
月
１１
日
ま
で
を

「差
別
を
な
＜
す
強
調
月
間
」
と
し

て
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
＜
す
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て

い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
ほ
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

○
ふ
れ
あ
い
フ
オ
ー
ラ
ム

（人
権

・

同
和
教
育
研
究
集
会
）

講
演

「春
よ
こ
い
～
箱
廻
し
三
番

望

・
え
び
す
舞
い
Ｅ
思
い
を
の
せ

て
～
」

あ
わ
で
こ

講
師
　
辻
本

一
英
さ
ん

（阿
波
木
偶

箱
廻
し
を
復
活
す
る
会
代
表
）
ほ

か
〔円
一
７
月
郷
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

□

い
わ
み
―
る
　
体
育
室

日

無
料

※
　
会
場
の
都
合
で
入
場
を
制
限
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
＜
だ
さ
い
。

□

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（な
内
線
２
６
０
、

図
②
４
０
４

０
）

○
人
権

・
同
和
問
題
を
考
え
る

～
講
演
と
映
画
の
つ
ど
い
～

内
容
　
①
記
念
植
樹

②

講
演

演

題

「
人
権
尊

重

を

願
っ
て
　
全
て
の
人
が
幸
せ
ほ
生

き
ら
れ
る
社
会
を
！
」

お
恵
れ
な
く
Ｈ

固
定
沓
一産
税
（第
２
期
）
・
国

民
健
康
保
険
料

（第
２
期
）
の

納
付
期
限
は
、
８
月
２
日
側

・

□
座
振
替
日
は
７
月
郷
日
側
で

す
。

訂正

「広報はまだ」 7周 1日暑|こおしヽて、

次のとおり誤りがありましたので、訂

正してお詫びします。

◎P19'香典返しJ

臨呉】「香典返し」

|◎自治会などへ ○ 下府 6+1

◎公民館などへ ○ 下宿

○下府 6上 1(1班 2班 )
=>下 府町 滋 地シズヱ

【正】レ下府町 慈 地シズヱ

書♀思留扇昌覆甲畳圏曾希語稚謙

巳雪  1         1                     言己    |リ

〇 ヽ【う一方 lS‐一 つ ― ‐Cう タ

m

れ款

村

浜田市の人口

(6月 末現在)

世帯数 19,320世帯

(前月比+20)

総人口 46,362人

(前月比-15)

男   21,967人

(前月比-15)

女   24,395人

(前月比± 0)

∩
ｙ

け

卜

∩

Ｙ

瑞

Ｈ

糾

不

つｃ
相

ヽ
き

の

れ

引

み

亡
ｂ
　
ヽ
悩

物

存

な

ヽ
依

ま

気

ル

ざ

病
　
一一　
ま

の

コ

さ

ろ

ル

ど

つ０
ア

な

つし
　
ヽ
り

眠

も

ヘ

ツ

ヽ
Ａ
Ｗ

り

∩

ｖ

７
た
い
レ
十
１
‐代
ヽ

ハ
侍
Ｖ
７
に
は
Ｖ
‐
代
け
ル
・
に
は
い
ヽ
ハ
ｕ

ン

グ

〔
り

ヽ
＝
Ｗ
Ｉ
切
喘
ｌ
ｎ
洵／
Ａ
υ

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
大

辻
町
　
橋
本
隆
　
▽
清
水
町
　
岡
山

幸
子
　
▽
下
有
福
町
　
佐
々
木
富
美

夫
　
▽
松
原
町
　
〕石
本
正
明
　
▽
港

町
　
表
日
恵
美
子
　
▽
相
生
町
　
尾

崎
八
重
子

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
朝
日

町
　
重
元
利
恵
　
▽
久
代
町
　
一二
明

栄
子
　
▽
日
脚
町
　
一二
浦
廣
士
　
▽

高
日
町
　
腰
高
港

◎
自
治
会
な
ど

へ
　
○
唐
鐘
Ｈ
▽
国

分
町
　
川
辺
忠
正
　
○
唐
鐘
３
＝
▽

国
分
町
　
川
辺
忠
正
　
○
下
府
日
▽

下
府
町
　
山
田
幸
人
　
○
下
有
福
門

▽
下
有
福
町
　
佐
々
木
富
美
夫
　
○

久
代
＝
▽
久
代
町
　
一二
明
栄
子
　
○

朝
日
＝
▽
朝
日
町
　
重
元
和
恵
　
○

大
辻
２

＝
▽
大
辻
町

橋
本
光
子

○
原
井
４
＝
▽
原
井
町
　
新
日
公
枝

○
後
面
＝
▽
内
日
町
　
藤
原
ヒ
サ
ヨ

○
下
内
回
２
＝
▽
広
島
市
　
櫻
井
景
子

○
松
羽
＝
▽
内
村
町
　
大
前
富
喜

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
――
▽
国
分

町
　
川
辺
忠
正
　
○
久
代
＝
▽
久
代
町

三
明
栄
子
　
○
下
府
＝
▽
下
府
町
　
中

辻
勉
　
○
野
原
２
Ｈ
▽
福
山
市
　
地
主

博

一　

▽
大
阪
市
　
地
主
富
雄
　
▽
奈

良
市
　
水
谷
喜
代
子
　
○
長
浜
＝
▽
熱

日
町
　
下
日
幸
子
　
宮
下
和
子
　
○
原

井
＝
▽
原
井
町
　
新
日
公
枝

◎
国
府
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽

下
府
町
　
中
辻
勉

◎
長
浜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽

熱
田
町
　
下
日
幸
子

◎
さ
わ
や
か
西
部
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ヘ
　
▽
日
脚
町
　
袋
尻
善

◎
熱
田
長
寿
会

へ
　
▽
熱
日
町
　
下
日

幸
子

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
下
府
町
　
山
田
幸

人◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ
　
▽
下
府
町
　
中

辻
勉
　
▽
内
村
町
　
大
前
富
書
　
▽
高

日
町
　
腰
高
浩
　
▽
日
脚
町
　
袋
尻

孝◎
ケ
ア
八
ウ
ス
美
川
へ
　
▽
広
島
市

櫻
井
景
子

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
日

本
さ
つ
き
盆
栽
協
会
石
州
支
部

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽
浜
日

教
育
事
務
所
　
▽
浜
日
ラ
イ
牙
ネ
ス

支
部
　
▽
真
光
町
　
上
府
聴
公

◎
た
ん
ぼ
ぽ
の
里
へ
　
▽
右
神
会

◎
市
郷
土
資
料
館

へ
　
▽
黒
川
町

平
中
竹
雄

◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ

▽
熱
日
町
　
津
枝
シ
ズ
ヱ
　
村
上
頑

子◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ま
も
も
の
家

ヘ

▽
す
み
よ
し
洋
装
店
　
▽
黒
川
町

原
日
富
子

広報はまだ :平成16年7月 15日暑 ∈}日 0寺 □
=場所 □

=定員 日
=料金 □

=申込先 □
=応募先 □

=問い合わせ先13



g]骨冒昌昌]魯       ‖営骨lgi:す子を7)
検診 ■教室など 月 1日 時 1 間 揚 所 内 容 な ど 備 者

基本健康診査
10月30日ll)

まで
各診療時間

指定医療機関

(6月1日暑の広報[掲動

対象 :市内|こ居住 している40歳

以上の人

受診米斗:1,000円

申

込

不

要

前立腺がん検診
10月30日ll)

まで
各診療時間

指定医療機関

(6月1日暑の広報[掲動

対象 :40歳以上の男性

血液検査 (PSA法)で す

受診料:1,500円

(受診者全員魅要)

胃がん検診

7月 26日(月)

8130-9 i00 石甲1公民館長見分館

対象 :4嚇 以上
十 争 馳 受診料!1,100円

10i00～ 10i30 石見公民館孫B谷分館

13i00～ 13i30 宇津丼公民館

8月 18日飲)

8 ,00ハツ8 i30 長浜公民館

9i30～ 10i00 日n去‖jq垂韮清
保険証が必要です)

13100～13i30 礫日原公民館

8月 20日C)
8 i30^ツ9:00 浜田市民集会所

10100～10130 浜日保健所

子宮がん検診

7月 26日(月)

9 i30‐/9 145 石見公民館長見分館

対象i30歳以上 ※ 防要|こ応じて

精密検診実施した場合 こは、尼」途

3,400円負担してもらいます。

受診料11,000円

10,30～ 石甲1公民館孫日谷分館

13130～ 周布公民館

8月 6日Q)

9i30～ 上府三宅集会所

10i30～ 下有福研1うセンター

13i30～ 浜日市民集会所

事し児健康診査
7月 22日体) 13i00～

子育て支援センター

対象 :平成16年 2月 生まれ
受診料 :無料

該 当者 こほ|□

人通矢Bします。

8 月 8 日( 日) 9i30～ 対象 :平成16年3月 生まれ

1歳 6ヶ月1田寅診査 3月 3日快) 13100～ 対象 :平成15年 1月 生まれ

3歳 児健康診査 3月 19日体) 13100～ 刃象 :平成 13年4月 生 まれ

健康相談
月躍日

と令僻日

9i30～ 子育て章援セッター 保健師、保喬士、栄養士こよる相談・身1/TN計演l

3100～ 市役所地階健康相談室 血圧 ・1/fh脂肪沢」定、健康相談 成人対象

断酒会

7月 20日(火) 9100～21100 浜田市民集会所 気軽|こ参力□して<だ さい。

問い合わせ先

山□源吉さん (a②2495)

※ 市 外の人も

参カロできます
8 月 3日快) 9100～21100 浜日保健所

8月 17日快) 9i00～21100 兵田市 民集会所

ママパパ学級
(好婦さ九プの日)

8月 18日(水) 10:00～ 1li30 子育て支援センター 赤ちやんのためのおもちや作り

絵本の楽しみ万 孫 との接し方

※ 母子手帳を持

参してください

禁煙相談 7月23日C) 13:00～15i00 市役所地階健康相談室
|□局」本目言災
尿|こ含まれる三ヨチン濃度演」定

本目言葉米斗

申込先

無料

①

申

込

め

要

乳がん検診
7月 26日偶) 13:30～14i30 周布公民館

対象 :30歳 以上
受診料 :300円

申込先 :①8日 6日 C) 13,30～14:30 浜日南民集会所

楯尿病相談日
8 月1 1 日は)

G月党2水躍日)
13:00～17:00 市役所地階健康相談室

保健師、栄養士|こよる相談
予約tンを時間にきて<だ さい。

相談米斗:無料

申込先 :①

生活リハビリ教室

8月 19日体)

13:30～15:30

ケアハウ又美)

転倒予防の話と体操

痴呆予防の話と取り組み
老>カロ米斗

申込先

無料

②

7月 26日(月)
浜日市総合福祉
センター

(野原町)

7月 27日快)

7月 28日19r)

8月 10日快)

かたろう会 8月 20日(令) 13i30～15:30 隅 進セッター(租原町) 脳卒中再発予防教室

※ 基 本健診および各がん検診で、70歳以上の人、生活保護世帯 ・市民税非課税世帯の人は受診料が免除されます。 (ただし前立腺がん検診は除<)

※ 胃 がん検診は、空腹状態でないと受診できません。 (午前受診ほ朝食絶食、午後受診ほ受診 6時間前より絶食)

な1阜費静ザ鞠悲齢銃静1車1申率ぱ
け③

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ツベルクリン反応期国 会  場 受イ寸時間 B C G 期 国 1薦 者

7月 27日 快) 石 見 公 民 館
13i40～14110

7月 29日体) 判定およびBCG接 種は、市内の小児科で|□別

こ実施します。電話で予約をして受すて<だ さい。8月 25国 鉄) 浜 日 公 民 館 8月 27日Q)

※|ウベルクウラ反応検査ほ48時商以内|と判定し―ますの|で、必ず●●GI接種を受けてくださいる

在宅児フツ素塗布 受付時間 受 付時間Aか Bを 選択し、申し込んで<だ さい。

内容 歯 科検診、フッ素≧布 (歯ブラシ|こ液をつ す塗布 しま   受 付 A13:00～ 13:30(定 員25人)

す)、 う歯予防の話                  受 付 B13:30～ 14100(定 員25人)

対象者 在 宅の手し幼児 (歯が1本でも生えていたら可能)    ※  受 付開始ほ 7月 26日冊 からです。定員 こなり次第締め

※ 保 育園 ・幼稚園|こ入所している人は園で受|すて<だ さしヽ。    切 ります。

日時 8月 26日い 場所 子育て支援センター        申 込先 :③

料金 300円

持参品 新 ししヽ歯ブラシ 1本 (フッ素塗布用)、 フェイスタ才

ル 1枚、母子手帳
tBr

広報ほまだ :平成16年 7月 15日暑


